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危険運転箇所の自動抽出システム

～ドライブレコーダ映像からドライバの運転の仕方を評価～
05

信号無視や歩行者妨害などの危険

運転は交通事故を引き起こす可能

性がある．本研究ではドライブレ

コーダの映像から自動でドライバ

の運転を評価するシステムを構築

します．そしてドライバに自身の

運転の仕方を再認識させることで

交通事故減少を目指します．

画像処理で信号機や歩行者，標識

などを検出することにより，信号

無視や歩行者妨害などの各評価箇

所を自動で映像から抽出します．

また，手動で評価する場合と比べ

て人手や処理時間を削減し，膨大

なデータを処理することが可能で

す．

夜間や雨天時などを含めた様々な

環境下でも高い精度の危険運転の

評価箇所抽出を実現します．ま

た，安全運転かどうかや，安全運

転を実現するための指針をドライ

バに直接示します．ドライバに自

身の運転を再認識させ，交通事故

を減らします．
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